


 

幹 事 報 告 （山口 翼 会員） 

   報告事項（その他のロータリー関係） 

大分 1985 ロータリークラブ創立 40 周年式典・

祝賀会のご案内 

日時：令和 7 年 3 月 15 日（土）14:40～ 

記念式典 15:30～17:30 

記念祝賀会 18:00～20:00 

会場：トキハ会館 5Ｆ「ローズ」間 

登録料： 12,000 円 

 

<例会変更・取り止め> 

●例会変更 

[熊本りんどう RC]  

①12 月 5 日（木）の例会は、職場訪問のため、

同日 13:00 より熊本県議会棟にて行います。サイ

ンメーキャップは行いません。 

②12 月 12 日（木）の例会は、忘年会のため、同

日 19:30より行います。会場は未定です。サイン

メーキャップは行いません。 

 

慶 事 （田中慎二クラブ管理運営委員 

（親睦担当長）） 

12月誕生祝い 

河島 一夫 S27.12.16 

本田 美保 S55.12.30 

下田 祐輝 S53.12.1 

 

Happy Birthday, dear fellows! 

 

出 席 報 告 （クラブ管理運営 湯上裕盛 会員） 

 

 

ス マ イ ル（山下 佳介スマイル担当） 

●田中純司 会長代理 

「本日は宮部会長がご欠席のため急遽、会長代

理をさせて頂くことになしました。よろしくお

願い致します。又、ご来訪者の福本様ようこそ

いらっしゃいました。歓迎のスマイルです。本

田会員の卓話も楽しみにしていました。何の話

でしょうか？」 

 

●江上泰弘 君 

「昨日の日曜日、グランメッセでのフリーマー

ケットに行って来ました。アクトのお2人が元気

に頑張っておられました。売上げはどうだった

でしょうか？本日の卓話、本田先生 宜しくお願

いします。」 

 

●山下佳介 君 

「今日は大学時代からの色んな意味での大先輩、

福本社長をお連れしました。是非入会よろしく

お願いします。」 

 

●松村秀逸 君、栗山義則 君、荒木一之 君 

「本日の卓話者、本田悟士会員に心から感謝し、

スマイル致します。」 

 

  会 員 総 数 20名   出 席 率 

12 

月 

２ 

日 

出席免除会員数 ０名   

  

  

６０．００％ 

計算上会員数 20名 

出席会員数 12名 

11 

月 

４ 

日 

前回の出席会員数  名   

  

 

祝日休会 

メークアップ数  名 

修正出席会員数  名 

メークアップ済み会員及メークアップ訪問先 

な し 



 

3. 例会プログラム 

卓 話：会員卓話 

卓話者：本田 悟士会員卓話 

 

 
本田悟士会員卓話 

 

４. 閉会・点鐘 

＊例会終了後、指名委員会開催 

 

 

＜地区のニュース＞ 

「子ども食堂支援企画第二弾”牛丼＆けんちん汁

セット配賦」 2024年11月27日 

熊本西稜 RC 竹本 龍一会員 

 

 当クラブは、子ども食堂が、子供の貧困問題

による単なる食事提供の場を超えて、地域全体

の絆を深める役割を果たしている現状を踏まえ、

少しでもお手伝いができればということで、今

年度子ども食堂の支援を実施しています。第一

弾として、去る８月 18 日（日）に熊本市にある

「ミモザ子供食堂」との共催で“夏のごちそう 

食堂”を開催しました。 

 

 第二弾として、今回、牛丼とけんちん汁の食

材セット及びデザート 610食分を 11月14日（木）

と15日（金）に熊本市、益城町及び西原村の12 

か所の子ども食堂に寄贈しました。食材等のセ

ットは、配送前日に当クラブ会員がセッティン

グし、配送も会員が手分けして行いました。た

だ、生ものである牛肉だけは直接業者に配送を

お願いしました。今回の企画に対するアンケー

トをお願いした子ども食堂の主催者からは、牛

丼を食された方からとってもおいしかった、嬉

しいなどのお声をいただきました。 

 
・物価高騰の中、子育て世代の支援をしていま

すので助かりました。 

・食材がセットされているおかげで、料理が簡

単に作れて助かりました。 

・弁当を配布形式で行いましたが、参加者には

大変喜んでいただきました。 

などのうれしい反応をいただき、会員一同今回

の企画も実施して良かったと 

思っているところです 

 さて、来る12月15日（日）には子ども食堂支

援企画第三弾として、食事の提供に加えて、子

供が大好きなポケモンカード交流会の開催も予

定しており、子供たちに年末の素敵な一日を楽

しんでもらえるよう計画を練っているところで

す。 

 



 
財団室 NEWS11月号より抜粋【嘘か本当か？ 情報を見抜く力を育てる】 

 メディアリテラシーは、健全な社会にとって極めて重要です。ロータリアンは、人びとが見たり読

んだりするものについて批判的に考えるよう指導しています。 

 新しい学校での初日は、生徒にとって不安が伴うものです。しかし、バージニアホール高校での初

日は、そんな不安を打ち消すような風変りな様相を呈しています。「私の祖父はスパイだった」、「妹

が何人かの生徒にクローゼットに閉じ込められたので告訴した」、「廊下を怪物がうろついていた」と

いった情報が入ってきます。 

 いったい何が起こっているのでしょう。本当なのでしょうか。ここで生徒たちは自問します。「こ

の情報源は、十分たる証拠を提供しているか」、「話題を提供してお金をもらうためのガセネタではな

いか」、「反対意見を認めないような攻撃的な内容ではないか」。 

実のところ、これらはメディアリテラシーを高めるために作られたビデオゲームに基づくものです。 

続きは、こちらで。https://www.rotary.org/ja/beyond-truth-vs-fiction-media 

【世界最大規模のスポ GOMI大会を福島で開催】 

寄稿者：五阿弥 宏安さん（福島ロータリークラブ会員） 

ごみ拾いと競技を組み合わせた日本発祥のスポーツ「スポ GOMI」 

 「スポ GOMI」って知っていますか？ごみ拾いをスポーツとして楽しみながら、環境問題について

も理解を深めてもらおうという、日本発祥の新しいイベントです。「ごみ拾いがスポーツ？」と驚く

人も多いでしょうが、ちゃんとしたルールもあり、今では日本各地で大会が行われ、昨年には「ワー

ルドカップ」まで開かれるようになりました。 

 このイベントに着目したのが、わが福島ロータリークラブ（会員 103 人）です。実は福島県では、

県民一人当たりのごみ排出量が全国ワースト３位以内という不名誉な記録が続いています。ごみを少

しでも減らすとともに、ごみを捨てない意識を市民に持ってもらおうと、2021 年から毎年、「スポ 

GOMI 大会 in ふくしま」を開いてきました。続きは下の QR コードから。 

 「スポ GOMI」               10 のヒント  

【奉仕活動へのパートナー団体の協力を促す 10のヒント】 

 力を合わせることで、素晴らしい成果をもたらすことができると私たちは知っています。ロータリ

ーがより大きなインパクトを達成するには、パートナーシップを生かすことがカギです。奉仕活動へ

の支援をパートナー団体に促すにはどうしたらよいのでしょうか。 

 最近のウェビナーで、ロータリー会員とパートナー団体の代表者が、パートナーの特定と働きかけ

について 10 のヒントを紹介してくださいました。 続きは右上の QR コードからどうぞ。 


